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1 はじめに  
近年、日本食は健康的かつ多様な食材を利用

しているのに加え、ユネスコ無形文化遺産にな

ったとこにより、海外でブームが起こっている。 
その中でも、日本食が現在だけではなく過去

からも受け入れられ続け、独自の日本食文化を

発展させている国が、台湾である。 
台湾にとって日本料理というのは戦後から

根付いているものであり、そこから現代にかけ

ても多くの台湾現地の人々に受け入れられて

いる。しかしながら、その日本料理は本来のも

のではなく、台湾人の味覚や習慣に順応したも

のであり、日本料理に対して誤ったイメージを

持っている消費者も少なくない。 
また、日本の大手飲食店で台湾に進出したも

のの、味やサービスを台湾のものに順応するこ

とができず、失敗してしまった例も多くある。 
本研究では、日本料理の美味しさを台湾現地

でそのまま台湾人に伝えるために、日本出店の

懐石料理店の事業シミュレーションを行う。 
 
2 研究目的、研究目標、研究方法 
2.1 研究目的： 
 現在の台湾には日本食ブームの影響で数多

くの日本の飲食店が進出し、飲食店の情勢は

常に変化している。本研究では現在の日本料

理店の出店数やニーズ等の現状を調査し、日

本料理の概要を構成する。 
 
2.2 研究目標 
 台湾での懐石料理店の事業を成功させる

ために、事業シミュレーションを行う。 
またそれにより台湾において本格的な日本

料理を浸透させる方法を検討する。 
 
2.3 研究手法 
研究手法として、ケーススタディに基づ

き事業シミュレーションを行い、統計解析

によって検証を行う。 
 

3 先行研究 
1) 王 淳鋒「台湾における日本料理の受容につ

いての研究」育達商業科技大學 (2010) 
 台湾において日本料理がどのように受け入

れられているのかを研究し、台湾の日本料理と

日本の日本料理の双方を比較し、各国の趣向や

文化の違いを論述している。 
2) 後藤 俊治「変化しつつある台湾の日本食マ

ーケット」公益財団法人交流協会台北事務所 
(2016) 
 こちらも台湾人と日本人の味覚の嗜好を述

べているが、日本食レストランの進出の現状に

ついても調査している。 

 
4 現状分析 
4.1 日本料理の由来と定義 

台湾における日本食文化の研究を行うにお

いて、日本料理の定義づけを行う。 

『日本料理の定義は主に狭義と広義に分か

れる。江戸時代末までに成立した日本の料理を

狭義の日本料理、その後、第二次世界大戦前ま

でに成立した日本独自の料理のスタイルを広

義の日本料理であると考えている。これは、江

戸期から昭和初期を現在の日本料理の成立期

と見做す点で、前出の考えと共通するものであ

るといえる。このように、江戸時代末が現在の

日本料理の成立の時期と見做されることは、伝

統的な日本料理の進歩ないし変化が明治時代

以降ほとんど生じていないからだということ

もできる。つまり、江戸期に成立した（狭義の）

日本料理とは、現在では料亭などの高級料理店

で供される料理であり、昭和期に成立した（広

義の）日本料理とは、現在では食堂などの庶民

向けの料理店で供されたり、一般の家庭料理と

して認知されている料理のことであるといっ

てよい。』 

(出典) 王 淳鋒「台湾における日本料理の受容

についての研究」育達商業科技大學 (2010) 
また、懐石料理とは安土・桃山時代から残ってき

た歴史のある料理であり、本来の日本料理を代表

−日本大学生産工学部第50回学術講演会講演概要（2017-12-2）−

ISSN 2186-5647

― 1073 ―

P-123



するものであるといえる。上記より、本論文で

は日本料理を広義のものとし、狭義の日本料理

において大きな意味合いを占める懐石料理と

区別していく。 
 
4.2 台湾における日本食品に対する意識 
 図１は台湾を含む主要７カ国に好きな外国

料理をアンケートした結果である。以下の図よ

り、台湾人にとって最も日本食品の人気が高い

ことがわかる。 

 
 
図1 好きな外国料理のアンケート結果 
(出典）「日本食品に対する海外消費者意識ア

ンケート調査（中国、香港、台湾、韓国、米国、

フランス、イタリア）７カ国・地域比較」ジェ

トロ(2013) 
4.3 台湾の人件費、地価、公共料金 
 図３で示した通り、台湾における費用は日本

のものとは全く異なる。人件費の差こそ大きい

が、特に台湾都心の地価に関しては東京のもの

とほとんど差がないので、留意しておく必要性

がある。 

 
図 2 台湾と日本の投資コスト比較 
(1$=31.962NTD,1$=116.60円として計算) 

(出典) 「投資コスト比較 結果｜ビジネス情

報検索-国・地域別に見る」ジェトロ(2017) を

参考に作成 
5 問題点 
1)日式料理の存在により、日本食本来の味が

台湾人に浸透していない。 
2)日本から出店している店舗数がまだ少ない。 

 
6 対応策 
1)新しい飲食事業を展開し、本来の日本料理

の味を台湾現地で伝える。 
2)日本人料理人が直接監査し、システムを構

築する。 
 

7 予測考察 
対応策の検証結果に基づき、更に台湾におけ

るニーズや改善点を見出し、日本料理の浸透に

役立たせる結果を表すものである。 

 
8 おわりに 
 日式料理と日本料理が混合することにより、

どのような料理が本場の日本料理であるかわ

からない、という台湾人は多い。だが台湾人に

とって日本料理は外国料理の中で最も人気の

高い料理であり、需要は高いといえる。また台

湾の日本食マーケットで成功するためには、台

湾の状態やニーズにいかに対応していくかが

重要となってくる。 
今後更に研究を進め、研究の精度を上げる所

存である。 
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